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歯科医療は現在、予防処置を主体とした医療に
変革しつつあるものの、補綴学をはじめとするリ
ハビリテーション医学の体系を根強く持ってい
る。近年の研究の動向として、人工歯胚や骨形成
などの分子生物学や遺伝子工学を利用した再生療
法が歯科医学の研究で占める割合は大きい。

再生療法として注目を集めていたのはES細胞
（Embryonic Stem Cell 胚性幹細胞）である。受精
卵からの分裂過程で、細胞が未分化な状態のとき
に取りだし、培養を行ったものがES細胞で分化全
能性を持ち、分化万能性を持った細胞は理論上、
体を構成するすべての組織や臓器に分化誘導する
ことが可能である。さらに核移植技術と組み合わ
せることにより拒絶反応の無い患者専用のES細胞
を樹立できる可能性がある。この細胞を使用すれ
ば理論的には骨芽細胞の誘導が可能であり、歯周
病や顔面形成などの再生療法に応用可能である。
実際にES細胞を使用したバイオベンチャーが数多
く立ち上げられている。しかし、ES細胞には倫理
的に大きな問題が立ちはだかっている。他人の胎
盤から細胞を採取しなければならないことは倫理

的に大きな問題となっている。実際にアメリカで
は、2001年8月以前に採取したES細胞の使用のみ
を認めるといった声明がなされ研究が制限されて
いる。

以上のような問題点を日本の研究者が打破し
た。ES細胞には細胞の分化を初期化する機能が備
わっていることが仮説として挙げられていたがそ
の因子の同定は未解決のままであった。京都大学
の山中伸弥教授らのグループは4つの初期化因子
を分化したマウスの成体皮膚や胎児に由来する線
維芽細胞に導入することによって分化全能性を持
つ細胞の樹立に成功した。2006年にマウスの皮膚
の繊維芽細胞からの樹立が発表され1）、2007年に
はヒトの皮膚の繊維芽細胞での成功が発表され
た2）。この細胞はES細胞に類似した形態、増殖能、
細胞表面抗原、遺伝子発現を示し、マウス皮下に
移植すると様々な分化細胞や組織から形成される
奇形腫が形成されること、マウス初期胚に移植す
るとその後の胎児発生に寄与することから分化万
能性を有していることが証明された。この細胞は
iPS細胞（induced pluripotent stem cells、人工多
能性幹細胞）と命名され世界中の注目を集めてい
る。

歯科医療は生死に関与することが少ない医療で
あり、特殊な例を除いて歯や歯槽骨の再生のため
に大きな侵襲はゆるされなかった。本細胞を利用
すれば少ない侵襲で歯槽骨の再生や歯胚を形成す
ることが可能になることが期待される。
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The ips cell that has the ability of pluripotent differentiation was established by the Japanese scientist
Yamanaka. The ips cell was obtained by the induction of four genes for the human skin fibroblast and it
overcame the ethical obstacles that was been concerned about the ES cell.  This ips cell can be regenerate
variety of tissue by patients own cell.  The nature of this cell line may be contributing the breakthrough of
the regenerative medicine in dentistry.
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